
平成２９年度当初予算知事審査における主要な議論（農林部） 

 

 

■ 農林公園食と農の拠点整備事業（B1） 

 知  事 施設を再整備するのに合わせて、来場者を取り込むための工夫は何か考え

ているのか。 

 担当部局 エントランス整備、直売所の拡大などを活かし、魅力あるイベントを開催

することで、近隣施設を訪れる人たちも取り込みたいと考えている。連携も

考えたい。 

 知  事 人と議論をするといろいろな知恵が生まれてくる。例えば観光や広報の担

当などとよく議論・連携し、さらに人を取り込む工夫ができないか探り、よ

り魅力的な施設にしていくこと。 

  

■ 儲かる観光農業支援事業（B15） 

 知  事 目標が分かりにくい。より農業で自立した「経営者」となってもらうため

の目標を定めるべきではないか。 

 担当部局 目標を「売上 20 パーセントアップ」としていたが、「所得 1,000 万円」

を目指し取り組んでいくこととしたい。 

 

■ 新たな農産物需要創出事業（B57） 

 知  事 全く新規の作物ではリスクも高いので、当面は多少のリスクをとっても経

営に影響を与えないような人（農家）に働きかけ、付加価値の高いものを作

り出す成功モデルを確立し、それを他の農家に見せていくことがいいのでは

ないか。 

 担当部局 全体の面積の一部を使って進めていけるような農家を考えている。 

  

■ 狭山抹茶振興モデル事業（B59） 

 担当部局 協会からも抹茶に取り組みたい、研究会を立ち上げたいという声もある。 

 知  事 オリンピック・パラリンピックなど外国の方も多く訪れると予想され、良

い機会である。生産者や協会が自らの考えで発案して進めていくものにして

もらわないと続かない。県だけがリードして皆が県におんぶにだっことなら

ないように、「てこの原理」で県がきっかけを作ると多くの関係者が一緒に

協力して事業を進めるような、できるだけ一粒で三度おいしいような仕掛け

を考えること。 

  

 



■ 農林部公共事業（公共） 

 知  事 姿の池（農業用ため池）は堤体の高さはどれくらいあるのか。 

 担当部局 地面まで約 6ｍあり、耐震性が低く、地震で決壊すると住宅等に甚大な被

害が生じる可能性がある。 

 知  事 速やかにやらなくてはいけない。 

 



担当名:
課室名:平成28年度予算見積調書(2月補正予算) 農業政策課

農協・公社担当
4081

B1

説明事業
農林公園管理運営費

目

魅力ある農山村づくりと多面的機能の活用
埼玉農業の競争力強化埼玉県農林公園条例 戦略項目根 拠

法 令 分野施策

事業名 会計 款 項
農業費農林公園食と農の拠点整備事業 一般会

計
農林水
産業費

（１）事業内容
　　ア　農林業・農山村情報発信拠点整備　　　　　　　　　172,662千円
　　　　農産物直売所・イベント広場の整備等
　　イ　農林業学習・体験拠点整備　　　　　　　　　　　　106,446千円
　　　　学習・体験農園、木育ランド（仮称）の整備等
　　ウ　管理体制の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,000千円
　　　　農業機械整備

（２）事業計画
　　ア　平成29年度
　　　　　農産物直売所の整備、イベント広場の整備、
　　　　　学習・体験農園の整備、ＡＲコンテンツ作成、木育ランド（仮称）の整備、シニアいきいき学習農園の整備
　　イ　平成30年度
　　　　　既存農産物直売所の改修（情報発信コーナーの設置等）、イベント広場の整備
　　　　　シニアいきいき学習農園の運営、花壇（エントランス部分等）の整備
　　ウ　平成31年以降
　　　　　シニアいきいき学習農園の運営

（３）事業効果
　　　　目標年度　平成32年度
　　　　来園者数　574,000人、直売所・体験農園等利用者　31,000人増加

５　事業説明１　事業の概要
　設置目的である「県民の農林業に対する理解促進」及
び「農林業関係者に対する資質向上の支援」を図るため
、「埼玉県農林公園」を食と農の拠点として再整備し、
本県農林業に関する情報発信機能や学習・体験機能を強
化する。

（１）農林業・農山村情報発信拠点整備　172,662千円
（２）農林業学習・体験拠点整備　　　　106,446千円
（３）管理体制の整備　　　　　　　　　　1,000千円

（国1/2、県1/2）

内線:

平成28年度～
平成29年度

農業振興費
番号

２　事業主体及び負担区分

050204
事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1人＝9,500千円

３　地方財政措置の状況
補正予算債の元利償還金の50％を後年度、基準財政需要
額に算入

08

125,000

0

(単位：千円)

0

補正後の
予算額国庫支出金 県　債

15,054 280,108

予算額

― 農林部 B1 ―

財　　源　　内　　訳
一般財源

現計額

決定額 280,108 140,054



担当名:
課室名:平成29年度予算見積調書 農業ビジネス支援課

農地活用担当
4092

B15

説明事業
グリーンツーリズム活動促進費

目

強みを生かした収益力ある農業の確立
儲かる農業の推進食料・農業・農村基本法 挑戦項目根 拠

法 令 分野施策

事業名 会計 款 項
農業費儲かる観光農業支援事業 一般会

計
農林水
産業費

（１）事業内容
　　ア　観光農園収益力向上支援事業　5,784千円
　　　県内の観光農園を対象に、経営力や集客力を向上させる経営戦略プランを作成する集合研修を実施する。
　
　　イ　儲かる観光農業推進事業　　　3,555千円
　　　地域の食や農業体験などの情報をポータルサイトや情報誌等で発信する。

（２）事業計画

　　ア　研修会の実施
　　イ　情報発信等の実施

（３）事業効果
　　観光農園の売上増加、埼玉県への観光入込客数の増加
　
　
（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況

　　ＮＰＯ法人や農林業者、企業と連携しながら情報発信や儲かる観光農業の推進を行う。

（５）その他

　　彩の国グリーン・ツーリズム総合対策事業を廃止、統合

５　事業説明１　事業概要
都市住民や増加している訪日外国人の食と農体験に対す
るニーズを捉え、県内観光農園等が経営戦略プランを作
成し、経営力と集客力の向上を図ることで、儲かる観光
農業を推進する。

(1)観光農園収益力向上支援事業　5,784千円
(2)儲かる観光農業推進事業　　　3,555千円

(1)(県10/10)
(2)(県10/10)

内線:

平成29年度～
平成31年度

農業振興費
番号

２　事業主体及び負担区分

040937
事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円/人×2.0人＝19,000千円

３　地方財政措置の状況
なし

09

0

(単位：千円)

0

前年との
対比

9,339 9,339

予算額

― 農林部 B15 ―

財　　源　　内　　訳
一般財源

前年額

決定額 9,339



担当名:
課室名:平成29年度予算見積調書 生産振興課

野菜担当
4142

B57

説明事業
埼玉園芸生産力強化支援費

目

強みを生かした収益力ある農業の確立
儲かる農業の推進 挑戦項目根 拠

法 令 分野施策

事業名 会計 款 項
農業費新たな農産物需要創出支援事業 一般会

計
農林水
産業費

（１）事業内容
　　　地域食材を生かしたフード・ビジネスを構築するため、県産農林水産物の新たな需要の創出を図る。

　　ア　新たな農産物需要創出支援活動　　　　4,447千円
　　　(ｱ)関係者のマッチング支援に要する経費
　　　(ｲ)栽培技術支援に要する経費
　　　(ｳ)新たな作物の成分分析調査に要する経費
　　　(ｴ)販売促進、ＰＲ活動支援に要する経費
　　イ　新たな農産物需要創出整備事業　　　　4,000千円
　　　　生産・流通及び販売等に必要な機械、施設等の導入に対する支援（２地区）
（２）事業計画

　　ア　新たな農産物需要創出支援活動　3カ年継続（H29～H31）
　　イ　新たな農産物需要創出整備事業　3カ年実施（H29～H31）　2地区/年
（３）事業効果
　　　県産農林水産物の新たな需要の創出
（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　農業者、食品流通業者、飲食業者、市町村等との連携による推進

５　事業説明１　事業概要
　少子・高齢化に伴い農産物需要の減少が見込まれる中
、県内各地において農業者、流通業者、飲食業者が連携
して取り組む地域食材を生かしたフード・ビジネスを構
築するため、新たな作物導入へのチャレンジに対する支
援を行うことで、県産農林水産物の新たな需要を創出す
る。

（１）新たな農産物需要創出支援活動　4,447千円
（２）新たな農産物需要創出整備事業　4,000千円

（１）　(県10/10)
（２）　(県1/2)生産者団体等1/2

内線:

平成29年度～
平成31年度

園芸農産振興
費

番号

２　事業主体及び負担区分

040937
事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×1.0人＝　9,500千円

３　地方財政措置の状況
 

09

0

(単位：千円)

0

前年との
対比国庫支出金

4,500 8,447

予算額

― 農林部 B57 ―

財　　源　　内　　訳
一般財源

前年額

決定額 8,447 3,947



担当名:
課室名:平成29年度予算見積調書 生産振興課

花き・果樹・特産・水産担当
4146

B59

説明事業
茶業研究所費

目

強みを生かした収益力ある農業の確立
儲かる農業の推進 挑戦項目根 拠

法 令 分野施策

事業名 会計 款 項
蚕糸特
産及び
水産業

狭山抹茶振興モデル事業 一般会
計

農林水
産業費

（１）事業内容
　　ア　生産体制の構築支援　　　　　　　　　　　           4,000千円
　　　　　抹茶研究会を通じたてん茶（抹茶原料）の栽培技術導入を支援する。

　　イ　抹茶製造施設の整備と茶葉生産・加工技術の確立　　 　　486千円
　　　　　茶業研究所の製茶工場に抹茶製造設備を整備し、県内のモデル施設として製造技術の実証を行う。
　　　　また、抹茶研究会と連携して生産が低調な二番茶を有効活用するため、抹茶の生産・製造にかかる
　　　　試験研究を実施し、技術の普及活動を行う。

　　オ　狭山抹茶の消費ＰＲ　　　 　　　　　　　 　　　　　　 102千円
　　　　　ＰＲパンフレットの作成等、国内外へのＰＲ体制の確立を行い、狭山抹茶の需要拡大を推進する。

（２）事業計画
　　　　　　【事業名】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  H29　　H30　　H31　　H32　　H33
　　ア　生産体制の構築支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　 ○　　 ○
　　イ　抹茶製造施設の整備と茶葉生産・加工技術の確立　　　　　○　　 ○　　 ○　　 ○　　 ○
　　ウ　狭山抹茶の消費ＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　 ○　　 ○　　 ○

（３）事業効果
　　　　狭山茶の新たな需要が拡大するとともに二番茶の有効利用が進み、生産者の収益向上が図られる。

５　事業説明１　事業概要
　二番茶葉を有効活用して国内外で需要が拡大している
抹茶を導入しようとする生産者に対し、狭山茶産地では
有していない抹茶の生産技術を確立・普及等すること
より、抹茶の生産を躊躇している生産者を後押しし、儲
かる経営を支援する。

（１）生産体制の構築支援　　　　　 4,000千円
（２）抹茶製造施設の整備と
　　　茶葉生産・加工技術の確立 　　　486千円
（３）狭山抹茶の消費ＰＲ　　       　102千円

　県(10/10）

内線:

平成29年度～
平成33年度

蚕糸特産研究
費

番号

２　事業主体及び負担区分

040937
事 業
期 間

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×1.6人＝15,200千円

３　地方財政措置の状況
　なし

09

0

(単位：千円)

0

前年との
対比

4,588 4,588

予算額

― 農林部 B59 ―

財　　源　　内　　訳
一般財源

前年額

決定額 4,588



森づくり課、農村整備課

治山・森林管理道担当、水利施設整備担当等

内線: 4314・4347 (単位：千円)

2,366,750
2,923,502

国庫支出金

727,993

県債

2,432,000
1,686,000前年額

決定額
5,123,506
6,604,354

分担金
及び負担金

財　　源　　内　　訳

- 農林部　B96、B97、B99、B100、B107、B108、B110、B111、B113～B117 -
342,763
340,077

一般財源

151,720
1,480,848

前年との
対比

908,775

予算額

１　事業概要
　
    （１）森林管理道　   　 627,545千円
　　（２）治山　　  　    　518,463千円
　　（３）農業基盤　　  　5,458,346千円

５　事業説明

（重点的な取組）
　　ア　農地の大区画化　　　　　　　　　　　　　  973,430千円
            農地の大区画化と集積により担い手を育成（発戸（羽生市）ほか9地区）
　
　　イ　農業用ため池の耐震化と計画的な保全管理　　 46,920千円
　　　　　　ため池などの災害を防止し、地域の安全を守る（姿（横瀬町）ほか2地区）
　
　　ウ　川の利活用を図る　　　　　　　　　　　　　400,000千円
　　　　　　農業用水の再生を図り、水辺の利用を進める（文覚川（吉見町）ほか7地区）
　
（経済波及効果）　　　　12,154百万円（速報値）

２　事業主体及び負担区分
　(県10/10)　等

３　地方財政措置の状況
　公共事業等債　等
　充当率90％　（通常分50％　財対分40％）
　交付税措置　財対分　50％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

事 業
期 間

根 拠
法 令

森林法、土地改良法 戦略項目

分野施策

説明事業
B96、B97、B99、

B100、B107、

B108、B110、

B111、B113～B117

公共事業（農林部） 一般会
計

農林水
産業費

林業費
等

林道費等

　　 平成２９年度予算見積調書 課室名:

担当名:

公共事業（農林部）

番号 事業名 会計 款 項 目

増減額 （   伸び率 　）

627,545 609,215 18,330 （　   3.0%　）

518,463 502,395 16,068 （　　3.2%　）

5,458,346 4,011,896 1,446,450 （   36.1% ）

6,604,354 5,123,506 1,480,848 （　 28.9% ）

森 林 管 理 道

治 山

農 業 基 盤

合 計

区 分
平成29年度

要求額
平成28年度
当初予算額

対前年度比較


